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Ⅰ 奈良県の人口現状分析



１．人口の推移（１）ｰ１

� １９６０年代から人口増加が続き、１９９９年（Ｈ１１）にピークの１４４万９，０００人に達して以降、２０００年（Ｈ１２）から人口減少に転じ

ている。

� 社会保障・人口問題研究所（社人研）の推計（２０４０年まで）が将来にわたって継続すると仮定した場合、人口は急速に減少を続け、

２０６０年（Ｈ７２）には、８３．９万人になると推計される。（２０１０年（Ｈ２２）比 ▲５６．１万人、▲４０．１％）

出典：国勢調査・推計人口・社人研推計準拠

１９３０年（Ｓ５）～２０６０年（Ｈ７２）

年齢３区分別人口の推移

１



１．人口の推移（１）ｰ２

� 「人口減少」は、「第１段階：老年人口増加老年人口増加老年人口増加老年人口増加＋生産・年少人口減少」、「第２段階：老年人口維持・微減老年人口維持・微減老年人口維持・微減老年人口維持・微減＋生産・年少人口減少」、「第３段

階：老年人口減少老年人口減少老年人口減少老年人口減少＋生産・年少人口減少」の３段階を経て進行するとされている。

� 奈良県全体では「第１段階」にあるが、南部地域・東部地域は「第２段階」となっている。

出典：国勢調査社人研推計人口増加地域：Ｈ１２国調→Ｈ１７国調及びH17国調→H22国調において人口増加の地域（生駒市、香芝市、葛城市、広陵町）南部地域・東部地域：奈良県南部振興計画、奈良県東部振興計画における対象地域（１９市町村）

１９８０年（Ｓ５５）～２０４０年（Ｈ５２）

年齢３区分別人口の推移

※南部地域・東部地域、人口増加地域を除く
２

（人） （人）

（人） （人）



１．人口の推移（２）

� 奈良県人口の年齢構造の推移を人口ピラミッドによって見ると、少子高齢化とともに、生産年齢人口の割合が低下している。

� 奈良県の後期高齢者（７５歳以上）の人口比率は、2040年（H52）には、2010年（H22）約２倍に増加すると推計される。

後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率１１．１％１１．１％１１．１％１１．１％ 昭和２２～２４年の第一次ベビーブームＨ２２人口ピラミッド（奈良県） Ｈ２２人口ピラミッド（南部地域・東部地域） Ｈ２２人口ピラミッド（人口増加地域）

Ｈ５２人口ピラミッド（奈良県） Ｈ５２人口ピラミッド（人口増加地域）
若年者にもゆるやかな山がある

出典：国勢調査社人研推計

生産年齢人口比率全体６２．８％男性６３．８％女性６２．０％ 生産年齢人口比率全体５８．０％男性６０．８％女性５５．５％昭和４６～４９年の第二次ベビーブーム
生産年齢人口比率全体６４．０％男性６４．１％女性６３．９％

生産年齢人口比率全体５２．２％男性５５．５％女性４９．３％ 生産年齢人口比率全体４６．７％男性５１．８％女性４２．３％ 生産年齢人口比率全体５４．７％男性５７．２％女性５２．５％

２０１０年（Ｈ２２）→２０４０年（Ｈ５２）

年齢構造の比較（人口ピラミッド）

後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率１７．３％１７．３％１７．３％１７．３％ 後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率８．６％８．６％８．６％８．６％

後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率２２．５％２２．５％２２．５％２２．５％ 後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率３０．８％３０．８％３０．８％３０．８％ 後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率後期高齢者比率１８．１％１８．１％１８．１％１８．１％９０歳以上人口が最も多くなる。
３

Ｈ２２人口ピラミッド（南部地域・東部地域）



１．人口の推移（３）

※県全体は県内移動を含まない。地域別は県内移動含む。

� 奈良県では、１９９８年（Ｈ１０）から、転出数が転入数を上回る「社会減」に転じ、２００５年（Ｈ１７）から、出生数が死亡数を下回る「自

然減」に転じ、人口減少が加速している。

� 南部地域・東部地域では、「自然減」「社会減」の時代が続いており、急激な人口減少が続いている。

� 人口増加地域では、「社会増」「自然増」の状況にあるが、その増加幅は減少している。

１９９５年（Ｈ７）～２０１４年（Ｈ２６）

人口動態（出生・死亡、転入・転出）の推移

出典：奈良県推計人口調査
４



１．人口の推移（４）

１９２０年（Ｔ９）～２０１０年（Ｈ２２）

人口の全国シェアの推移

� 奈良県の人口シェアは、１９６０年（Ｓ３５）以降、１９９５年（Ｈ７）のピーク（１．１４％）まで増加したが、以降は微減傾向にあり、２０１０年

（Ｈ２２）には、滋賀県よりも低くなった。

� 関西全体でも、全国に占めるシェアは１９７５年（Ｓ５０）のピーク（１８．３％）以降微減傾向にある。

出典：国勢調査
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（参考）ベッドタウンとしての特徴（（参考）ベッドタウンとしての特徴（（参考）ベッドタウンとしての特徴（（参考）ベッドタウンとしての特徴（１１１１））））－－－－１１１１

２０１０年（Ｈ２２）

昼夜間人口比率と県外就業率（都道府県別）

� 本県の県外就業率は全国１位。（２位：埼玉県、３位：千葉県）また昼夜間人口比率は全国で３番目に低く（１位：埼玉県、２位千葉県）、

典型的なベッドタウン。
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県県県県外外外外就就就就業業業業率率率率（（（（％％％％））））

都道府県別昼夜間人口比率、県外就業率都道府県別昼夜間人口比率、県外就業率都道府県別昼夜間人口比率、県外就業率都道府県別昼夜間人口比率、県外就業率(平成平成平成平成22年年年年)県外就業率昼夜間人口比率

※左から、県外就業率の高い順 出典：国勢調査



（参考）（参考）（参考）（参考）ベッドタウンとしての特徴ベッドタウンとしての特徴ベッドタウンとしての特徴ベッドタウンとしての特徴（１）（１）（１）（１）－－－－２２２２

出典：国勢調査

２０１０年（Ｈ２２）

昼夜間人口比率と県外就業率（市町村別）

� 大阪府と近接している生駒市、香芝市、平群町、三郷町、上牧町、王寺町において県外就業率が高く、昼夜間人口比率が低い。

� 大和郡山市や天理市、五條市で昼夜間人口比率が高いのは、工業団地や大学、病院等の立地によるものと考えられる。
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昼昼昼昼夜夜夜夜間間間間人人人人口口口口比比比比率率率率（（（（％％％％））））
県県県県外外外外就就就就業業業業率率率率（（（（％％％％））））

市町村別昼夜間人口比率、県外就業率（平成２２年）市町村別昼夜間人口比率、県外就業率（平成２２年）市町村別昼夜間人口比率、県外就業率（平成２２年）市町村別昼夜間人口比率、県外就業率（平成２２年）県外就業率昼夜間人口比率県平均県外就業率 ２９．９％

県平均昼夜間人口比率 ８９．９％
※左から、県外就業率の高い順
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出典：毎月勤労統計調査

１９８８年（Ｈ２）～２０１２年（Ｈ２４）

常用労働者平均月額給与

� 本県の常用労働者の平均月額給与は、全国平均を常に下回っている。一方、大阪府の平均月額給与は全国平均を常に上回ってい

る。

0

８



出典：毎月勤労統計調査（H25.5）

� 全国平均を１とした時の産業別の給与について、本県はほぼ全産業において、全国平均を下回っており、特に「卸売業、小売業」

「不動産業、物品賃貸業」「宿泊業、飲食サービス業」で全国平均を大きく下回っている。

� 一方、大阪府ではほぼ全ての産業で全国平均並か全国平均を上回る水準となっている。

９



（参考）ベッドタウンとしての特徴（参考）ベッドタウンとしての特徴（参考）ベッドタウンとしての特徴（参考）ベッドタウンとしての特徴（３）（３）（３）（３）

職業別有効求人倍率（Ｈ２６）

（受理地別）

� 平成２６年度の正社員の職業別有効求人倍率は、０．６倍と年々上昇傾向（H22 0.34倍、H23 0.39倍、H24 0.45倍、H23 0.53倍）

� しかし、職業別では差異が大きく、特に事務的職業は０．１６倍と極端に低い。

出典：奈良労働局 一般職業紹介状況（H26.4～H27.3）
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持持持持ちちちち家家家家比比比比率率率率（（（（％％％％））））

持ち家比率住宅地平均価格

滋賀463百円

奈良72.8%

滋賀72.1%奈良526百円

（参考）ベッドタウンとしての特徴（参考）ベッドタウンとしての特徴（参考）ベッドタウンとしての特徴（参考）ベッドタウンとしての特徴（４）（４）（４）（４）

持ち家比率と住宅地平均価格

� 東京、神奈川、大阪では住宅地平均価格が高いため、持ち家比率が低いという傾向がみられる。近畿では、持ち家比率、住宅地平均

価格とも滋賀県と同程度である。

出典：持ち家比率：国勢調査(H22)住宅地平均価格：地価調査（H26.7） １１

※左から、持ち家比率の高い順



１．人口の推移まとめ

◯ ベッドタウンとして、１９６０年代から急激な人口増加が続いたが、１９９９年（Ｈ１１）をピークに減

少に転じている。

◯ 人口減少段階は、県全体では第１段階「老年人口増加＋ 生産・年少人口減少」だが、南部東部

地域は第２段階「老年人口維持・微減＋ 生産・年少人口減少」となっている。

◯ １９９８年（Ｈ１０）から社会減に、２００５年（Ｈ１７）から自然減に転じ、人口減少が進み、２０１０年

（Ｈ２２）国勢調査において滋賀県を下回った。

＜ベッドタウンとしての特徴＞

◯ 本県の県外就業率は全国１位で、昼夜間人口比率は全国で３番目に低く、典型的なベッドタウ

ン。市町村別にみると、大阪府と近接している生駒市、香芝市、平群町、三郷町、王寺町におい

てその傾向が顕著。

◯ ベッドタウンとなった理由として、以下の事情が考えられる。

（給与事情）

• 常用労働者の平均月額給与は、過去から全国平均を大きく下回っている。

• 産業別でも、本県の給与水準はほぼ全産業において、全国平均を下回っている。

（雇用事情）

• 県内の有効求人倍率（正社員）は改善しつつあるが、職業別にみると事務的職業などは極端

に倍率が低くなっている。

（住宅事情）

• 大阪府へのアクセスが良く、住宅地価格が京都、大阪、兵庫より低く、持ち家を取得しやすい環

境にある。
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２．自然動態（１）

� 合計特殊出生率は2004年（H16）に1.16と最小となった後、上昇傾向にあったが、2013年（H25）に下降し、2014年（H26）は1.27と、全国

平均の1.42を下回り、全国ワースト３位（１位 東京都、２位 京都府）。出生数も減少傾向にあり、2014年（H26）に10,000人を割った。

出典：人口動態調査

１９７５年（Ｓ５０）～２０１４年（Ｈ２６）

出生数・合計特殊出生率の推移

出生数の推移出生数の推移出生数の推移出生数の推移

合計特殊出生率の合計特殊出生率の合計特殊出生率の合計特殊出生率の推移推移推移推移

１３

合計特殊出生率：2014年（H26）全国ワースト3位

出生数：2014年（H26）に10,000人を割る



２．自然動態（２）

出典：国勢調査

１９９０年（Ｈ２）～２０１０年（Ｈ２２）

未婚率の推移（２５～２９、３０～３４歳）

� 近年、奈良県の２５歳から３４歳男女の未婚率は、全国に比べ、男女ともに急激に上昇している。

� 特に、２５歳から２９歳では、２０１０年（Ｈ２２）の未婚率が全国よりも大幅に上回っている。

� 特に、女性においては、１９９０年（Ｈ２）～２０１０年（Ｈ２２）の間で、２５～２９歳では、約1.7倍（39.0％→64.6％）、３０～３４歳では、約

3.3倍（11.2％→36.7％）と未婚化が顕著となっている。
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２．自然動態（３）

出典：人口動態調査

１９９０年（Ｈ２）～２０１０年（Ｈ２２）

平均初婚年齢の推移

� 平均初婚年齢は全国並みであるが、男女とも年々上昇しており、晩婚化が進んでいる。

� 特に、女性の平均初婚年齢は、平成７年からの５年ごとに約１歳ずつ上昇しており、男性よりも急激な上昇幅になっている。
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２．自然動態（４）

出典：人口動態調査

１９９５年（Ｈ７）～２０１２年（Ｈ２４）

母の平均出産年齢の推移（出産順位別）

� 母の平均出産年齢は、全国、奈良県ともに上昇しており、晩産化が進んでいる。

� 奈良県では、第１子出生時の母の年齢は、平成７年からの５年ごとに出産年齢で約0.7歳、第２子出生時で約0.6歳、第３子出生時で

約0.4歳それぞれ上昇しており、特に、第１子の晩産化が進んでいる。

第１子出生時
第２子出生時
第３子出生時
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２．自然動態（５）

出典：奈良県子育て実態調査（H25）

夫婦の子ども数の「理想」と「予定」の差

� 「理想子ども数」は、奈良県・全国ともに「２．４２人」だが、「予定子ども数」は、奈良県が「２．２２人」、全国が「２．０７人」。理想と予定

には、差が生じている。

� 「予定子ども数」が「理想子ども数」よりも少ない理由は、１位が「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」、２位が「高年齢で生むの

はいやだから」などとなっている。

夫婦の子ども数の「理想」と「予定」の差（奈良県・全国） 「予定の子ども数」が「理想の子ども数」より少ない理由

出典：奈良県子育て実態調査（H25）全国出生動向基本調査(H22)
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２．自然動態（６）

出典：奈良県子育て実態調査（H25）

子育ての心理的・精神的な不安・負担感

� 子育てについて「心理的・精神的」な不安・負担感を感じている妻は約半分（４６％）。

� 子どもの数が少ないほど強く「心理的･精神的」な不安・負担感を感じている。
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２．自然動態まとめ

◯本県の合計特殊出生率は、過去から全国平均を下回っており、全国でも下位の状況

にある。

◯ ２５～３４歳男女の未婚率は、全国に比べ、男女とも急激に上昇している。特に女性に

おいて未婚化が顕著となっている。

◯平均初婚年齢は、男女とも年々上昇しており、特に女性の年齢の上昇が大きい。

◯母の平均出産年齢は全国、奈良県ともに上昇しており、特に第一子の晩産化が進ん

でいる。

◯本県の夫婦の「希望子ども数」は２．４２人で、「予定子ども数」は２．２２人となってお

り、差が生じている理由は、１位が「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」、２位が

「高年齢で生むのはいやだから」などとなっている。

◯子育てについて「心理的・精神的」な不安・負担感を感じている妻は約半分に達し、子

どもの数が少ないほど、その気持ちは強い。
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